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じぶんの町を良くするしくみ。
＿赤い羽根共同募金に今年度も、ご協力をよろしくお願いいたします＿

■町内３カ所において「街頭募金」を実施いたしました
　去る10月１日（土）、町内の３店舗（Ａコープ様・マミーズ様・アスタラビスタ様）
にご協力をいただき、街頭募金を実施いたしました。
　街頭募金は、共同募金運動が始まったことを広く呼びかけるとともに、赤い羽根
共同募金が「じぶんの町をよくするしくみ」として、様々な地域福祉を支える身近
で生きる募金として活用されていることを、地域の皆さまに知っていただくことを
目的として実施しています。
　今年は、みんな大好き“広川まち子ちゃん”と一緒に募金を呼びかけ、たくさん
のご協力・ご支援をいただきました。

この羽根に思いをこめて…
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■赤い羽根共同募金の展開方法

■赤い羽根共同募金の目的

　赤い羽根共同募金は都道府県を単位として、毎年 10 月 1 日～
12月 31日までの 3か月間、全国で募金運動が行われています。
　広川町の場合、共同募金活動は自治会・町内会、各種団体、企業
や学校関係者、社会福祉関係者等、皆さまのご協力により、下記の
方法で展開されています。

■戸別募金…地域の各家庭に募金を呼びかけます。
■街頭募金…街角や人の集まる場所で募金を呼びかけます。
■法人・企業募金…地域の各法人・企業に募金を呼びかけます。
■職域募金…地域の組織や企業で働く方々に職場での募金を呼びか
　　　　　　けます。
※その他…募金箱や赤い羽根自動販売機での募金も展開しています。

大きなことは目立ちます。小さなことは見えにくい。

いま困っている人がいて、支えが必要なとき、

その大小は関係ありません。

だって、困っていることに変わりはないのだから。

赤い羽根共同募金はこれからも、テレビや新聞等のニュースで取り上

げられない小さなことにも心を配って活動していきます。

　赤い羽根共同募金は、1947 年に、市民が主体の取り組みとし

てスタートした歴史と実績のある全国的な募金活動です。

　公的な施策のみでは支えられない地域福祉を推進していくた

め、たすけあいの心をもって、社会福祉分野の民間活動を財源面

から支援するものです。お互いが「支え合う」「助け合う」地域づ

くりを進めていくため、高齢者等のサロン活動や子どもたちの遊

具の整備・福祉教育、災害時のボランティア活動支援等、様々な

地域福祉を支える民間の福祉活動に活用しています。

　お寄せいただいた募金は、都道府県ごとに配分委員会の審査を経て、約 75％が募金をいただいた地域

で活用され、約 25％が市町村を越えた広域的な課題を解決するための活動に活用されます。

あの人を、すべての人を、支えたい。
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第38回　合同金婚式開催
～夫婦そろって50年、 33 組を祝う～

親子招待会を開催しました
～夏の楽しい思い出に～

ひとり暮し高齢者のつどい
を開催しました

　つどいは、町内 70歳以上のひとり暮し高齢者の
方々が一堂に集い、行政区を越えて町内の皆さま
と交流をされることで、孤独感を和らげ、仲間づ
くりを図ることを目的に開催しています。
　今年は 10月 14日（金）に、佐賀県上峰町吉野ヶ
里温泉において開催し、193 名の方にご参加いた
だきました。
　語らいながら食事をされた後、『劇団つばさ』に
よる迫力あるステージを楽しまれました。
　一人暮らしをされている高齢者の数は、年々増
加し、「国勢調査（平成 27年）」では 65歳以上の
高齢者のうち男性で 8人に１人、女性で５人に１
人が一人暮らしをされていることが報告されてい
ます。
　今回の交流をきっかけとして、参加された皆さ
まが、交流を深めながら、いつまでも地域で楽しく・
生きいきと暮らしていかれますことを願っており
ます。
　尚、本つどいを開催するにあたり、ご協力をい
ただきました広川町民生委員・児童委員の皆さま
には、心から感謝申し上げます。

　11月 11 日（金）広川町合同金婚式を、料亭扇屋において開催
いたしました。今年は昭和 42年にご結婚された 33組のご夫婦（以
前の方で都合により出席されていないご夫婦含む）が出席されまし
て、これまでの苦楽をおもんばかり、結婚から 50年の節目をお祝
いしました。
　ご夫婦揃っての写真撮影、記念式典の挙行、演芸では広川町文化
連盟各舞踊部の皆さまにご協力をいただき、華やかな祝賀会となり
ました。
　また、祝宴ではボランティア「日向ひょっとこたのしむ隊」の皆
さまから、ユーモアあふれる踊りをご披露いただき、楽しいひとと
きを過ごされました。
　金婚夫婦を代表されて平田俊興さんと智代子さんが、「結婚して
50年。ここに集われたご夫婦１組１組に、それぞれの人生ドラマ
があったかと思います。今回、夫婦揃って元気に参加できたこと、
また、金婚式を挙行していただいたことに心から感謝いたします。」
と謝辞を述べられました。

　広川町社会福祉協議会では、年に１度、町内の
母子・父子家庭を対象に、「親子招待会」を開催
しています。
　今年は、８月 20日（土）に 49名の参加のもと、
下関への日帰り旅行を実施いたしました。しもの
せき水族館『海響館』で、イルカやアシカのショー
等を見学し、関門汽船に乗
船しました。
　みんなで昼食を囲んだ後、
今度は九州鉄道記念駅から
関門海峡めかり駅まで、門
司港レトロ観光列車『潮風
号』に乗車しました。
　車窓から広がる景色はも
ちろん、トンネルに入ると
同時に天井に映し出された
イラストが、とても幻想的
で、映像が変わるごとに歓
声があがっていたのが印象
的でした。親子で共有でき
る夏の思い出として、皆様
の心に残る１日になってい
たらと思います。
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まち子ちゃん元気アップ体操完成
～介護予防を地域に広げる一役に～

平成28年度　福岡県社会福祉大会開催

　本会では、平成 24年度から地域の方々の生きが
い・健康づくり、高齢者の介護予防の取り組みを
推進するボランティアメンバー「ひろかわ健康隊」
を養成し、地域のつながりづくり、地域コミュニ
ティの更なる促進を図ることを目的に、「ひろかわ
健康隊養成講座」を開催しております。
　今年度は『だれでも、どこでも、気軽に体操“ま
ち子ちゃん元気アップ体操”を皆でつくろう！』
をテーマにしました。
　元気な高齢者はさらにいきいきと、介護が必要
になった方も、自分らしい生活が送れるような筋
力・体力維持を目指した体操を、健康レクササイ
ズインストラクターの黒田幸子先生のご指導のも
と、健康隊の皆さんで考案され、「広川まち子ちゃ
ん体操」の曲に合わせたオリジナルの介護予防体
操が完成しました。
　今回皆さまと作成した“まち子ちゃん元気アッ
プ体操”は、今後、町内の公民館等で実施予定の
介護予防を目的とした「週一元気アップ教室」に
おきまして、体操のメインメニューとして活用・
推進していきます。

　9月 16日（金）上広川小学校、9月 30日（金）
中広川小学校におきまして、４年生を対象に、福
祉教育の授業を実施させていただきました。

　上広川小学校では「アイマ
スク体験・車椅子体験」を実
施しました。男女１組になっ
て、それぞれ介助体験をして
もらいました。「アイマスクを
していると、少しの段差がと
ても怖かった」「車椅子が思っ
ていたより大きくて操作が難しかった」等々、体
験して得た気付きを、たくさん教えてくれました。

　中広川小学校では、広川町
身体障害者福祉協会の皆さま
にゲストとしてご協力をいた
だき、対話形式で授業を進め
ました。「どんな障害の種類
があるのか ?」「暮らしの中で
困った場面は ?」等々、積極
的に質問をされ、休み時間に入っても、会員の皆
さまを囲んでお話をしている姿が印象的でした。

　実際に福祉用具に触れ、様々な人と出会うこと
で、日頃見過ごしてしまう普段の暮らしの問題に気
づき、みんなの「ふくし」を考える機会になればと
思います。

　10月 26日（水）、春日市のクローバープラザにおきまして、平成 28年度福岡県社会福祉大会が開催
されました。
　本大会は、県内の社会福祉関係者が一堂に会し、誰もが安心して暮らすことのできる元気な地域づく
りに向け、研鑽するとともに、また、多年にわたって社会福祉の推進に貢献された方々の表彰を目的に
開催され、本年度は下記の皆さまが表彰されました。

〈社会福祉功労者県知事表彰〉
■久泉区いきいきサロン

〈社会福祉功労者県知事感謝状〉
■長延三ツ丸ふれあいいきいきサロン
■古賀区いきいきサロン

〈福岡県共同募金会会長表彰〉
■広川町民生委員児童委員協議会

〈福岡県共同募金会優秀地区〉
■福岡県共同募金会広川町支会

〈共同募金運動 70周年記念
　県知事特別表彰〉
■久保田　隆利氏

〈共同募金運動 70周年記念
　県知事特別表彰（優秀地区）〉
■福岡県共同募金会広川町支会

ふだんのくらしのしあわせを考える

　誰もが安心して暮らせる町を目指し、地域の福祉課題に向けて取り組むことの必要性と地域における
「つながり」、「絆」の大切さを改めて実感した大会となりました。
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　集まったキャップやプルトップは、商工会

青年部との協働で、災害義援金や車椅子など

にかたちを変え、福祉に役立っています。

　今年も、はなやぎの里に来館される地域の

皆様、地元企業の株式会社ロキテクノ様、広

川中学校生徒会様、赤坂園様、民謡輝瑠帛会

様等から沢山のキャップとプルトップをご協

力いただきました。

　暮らしの中のちょっとした心がけ一つで、

国を越えた地域の中で、会ったこともない誰

かの暮らしに役立つことがある・・・キャッ

プやプルトップの一つ一つに、ご協力いただ

いた人の「心・きもち」が詰まっています。

　広川町ボランティア活動センター「よかよか」では、身体を動かす活動に参加できなくても、自宅で
できる「集める」ボランティアの普及・促進を行っております。
　集めているものは、使用済み切手・ボトルキャップ・プルトップ・雑巾仕立てです。自宅にある「使
い終わって捨ててしまうはずだったもの」が、もう一度生かされて貴重な財源等となり、福祉・環境・
発展途上国の支援へと繋がっています。

赤坂園の皆様

広川中学校生徒会の皆様

商工会青年部の皆様

  【お問い合わせ先】
  広川町ボランティア活動センターよかよか
　  TEL：0943-32-7073

はなやぎの里2階のボランティア活動センター入口前
に、回収BOXを設置しています。

使用済み切手

【集めているもの】

•切手の種類は問いません。

　普通の 82円切手や 52円　

　切手等、何でも結構です。

ボトルキャップ＆プルトップ

【集めているもの】

•ペットボトルのキャップ

•コーヒー缶等のプルトップ

※洗浄をお願いします。

雑巾仕立て

【集めているもの】

•使わなくなったタオル、
　ミシン糸
※雑巾を縫ってくださる方も
　随時募集しています。

自宅にいながらできる
ボランティア活動のご紹介
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　介護者カフェは、ご家族等の介護をされている皆さまの
ための、ひと休みカフェです。
介護の合間に、ちょっと肩の荷を下ろして、同じ介護者同
士でお茶を飲みながらひと休みしてみませんか。
　また、介護者カフェでは、介護の相談員による相談も行っ
ております。ゆっくりお話しを伺いますので気軽にお立ち
寄りください。

　昨年好評だった久留米大学の森田先生に来ていただき、
講演会を開催しました。方言を交えておもしろくわかりや
すくお話していただき、その後は個別の相談や受診につ
なげるための支援をしていただきました。

　12月も同じ内容で開催予定です。お申し込みをお待ち
しています。

　介護をされている皆さんの中には、介護の悩みやわからないことを抱えながら介護をされている
方も多いのではないでしょうか。現在介護をされている人、これからの生活に備えられる人、「これ
からの介護」を一緒に考えてみませんか。この講座は、介護者の「聞きたい・知りたい」をテーマ
にした介護講座です。どなたでも参加できますので、是非、ご参加ください。

開催日時 テーマ
11月7日（月）
13時30分～15時

●身体介護編　　　　　　　　　※終了しました
わたしが知りたい介護の方法！！実際はこんなことが起きている！！

12月19日（月）
13時30分～15時

●認知症編
認知症の人はどのように暮らし、どんなことを感じている？疑似体験から認
知症について考える。

1月23日（月）
13時30分～15時

●コミュニケーション編
知っているようで知らない難聴（老人性難聴等）について。

2月13日（月）
13時30分～15時

●口腔ケア編
あなどれないお口の健康とケアの方法。

3月6日（月）
13時30分～15時

●排泄ケアと福祉用具編
介護ストレス ナンバーワンとも言える「排泄ケア」。要介護者にも介護者に
も助かるケアの方法と福祉用具について。

※講座修了後は、講師を囲んで介護者同士の交流をする、「介護者カフェ」を開催します。（自由参加）
 【会　場】広川町保健・福祉センターはなやぎの里
 【参加費】無料。関心のある回のみ参加も可能です。事前にお申し込みをいただくと助かります。
 【講　師】真宗大谷学園　九州大谷短期大学の先生
 ■お問い合わせ・申し込み／広川町社会福祉協議会  TEL0943-32-3768  FAX0943-32-3768

「介護の悩みは誰にも話せない…」　「介護でわからないことを誰に聞けば…」

介護をしている家族のための介護講座
～聞きたいことが聞ける、知りたいことを学ぶ講座～

介護をしている家族のための

■ 12月以降の開催日
　12/19（月）、1/30（月）、2/27（月）、3/27（月）
■時間　14時～　※お好きな時間においでください。
■会場　広川町保健・福祉センターはなやぎの里
　※ご都合の良い回だけの参加も可能です。
　　12月は介護講座との同時開催です。
■お問い合わせ
広川町社会福祉協議会 • 家族介護者の会「なのはな会」事務局
TEL0943-32-3768   FAX0943-32-5530

「介護者カフェ」開催中♪
介護の合間にちょっとひと休み…

介護者同士だからわかる、話せるひと時

介護をしている家族のための介護講座
～聞きたいことが聞ける、知りたいことを学ぶ講座～

場　所：保健・福祉センターはなやぎの里
日　時：12月21日（水） 午後2時～
参加費：無料

 《お問い合わせ先・お申し込み先》
 広川町社会福祉協議会

　TEL：0943-32-1175　FAX：0943-32-3768

『認
知症講演会』開催！！

いきいき元気教室
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広川町社会福祉協議会デイサービスでは１日体験を実施しております。
ご興味のおありの方は、下記までお気軽にご連絡ください。
★見学も随時受け付けております。

今年もご利用者の皆さまと一緒に、敬老会のお祝いをする
ことができました。これからも元気でお過ごしください。

★その他、様々なレクリエーションを企画して
　おります。

デイサービス1日体験のご案内

お問い合わせ先（通所介護事業所）☎ 0943-32-7072

今後の予定

12 月
•絵手紙教室

•クリスマス会

1月
•初詣

•書初め

2月
•節分行事

の活動をご紹介♪

海外からのお客様

  恋ぼたる  
お買い物も
楽しまれました。

　秋の館外レク　タマスタ　に行ってきました。
　厨房で作ったお弁当を持って出かけました。密閉の保温容
器で持参した、温かい味噌汁等も現地で食べることができ『あ
りがたかね』『おいしかね』といつもと違う食事も楽しまれ
ました。
　ソフトバンクホークスの選手を見ることも出来、『冥途の
土産ができた』と喜んでいただきました。そう言わず長生き
してくださいね！

　国際交流で広川町を訪問しているカンボジ
アの子どもたちが、遊びに来てくれました。
　孫やひ孫のように可愛かったようです。

いきいき元気教室

《お問い合わせ先》
社会福祉協議会0943-32-3768
広 川 町 役 場 0943-32-1113

　心も頭も体も元気を保ちませんか？　

たくさんしゃべって、たくさん笑って、

楽しみましょう♡
介護予防のための教室です。

　参加される方をお待ちしております。

初めて来たぁ～♥
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印刷所　株式会社　佐賀印刷社

◎お問い合わせ先
　保健・福祉センター「はなやぎの里」
　☎0943ー32ー3768

施設区分
施設使用料（1時間）冷暖房使用料

（1時間）町内者 町外者

多目的ホール（3階）1,200 円 2,400 円 1,000 円

調理実習室　 （2階） 700円 1,400 円 600円

会議室   （2階和室） 300円 600円 200円

会議室   （2階洋室） 300円 600円 200円

休憩室　（1階和室）
1人 1回
100円

（入浴料含む）

1 人 1回
200円

（入浴料含む）

「はなやぎの里」の
施設使用料

〈香典返し寄付へのお礼〉
　社会福祉協議会へのご寄付をいただきました。ご芳名を紹介させていただき、ご厚意に深く感謝申し上げますと共に、
故人のご冥福を心からお祈り致します。

平成28年 7月 14日～平成28年 11月 14日

  【お問い合わせ先】
  社会福祉法人　広川町社会福祉協議会
　  TEL：0943-32-3768　FAX：0943-32-5530

   ■ご提供いただきたい食料品
　•主食（お米、麺類など）
　•保存食品（缶詰、インスタント食品など）
　•のり、お茶漬け、ふりかけ
　•お茶、その他飲料品
　■ご注意していただきたいこと
　•賞味期限、消費期限が半年以上あるもの
　•常温での保存が可能なもの

　ご寄贈いただける場合は、大変お手数をお掛けいた
しますが、下記社会福祉協議会の窓口まで、直接、食
料品をお持ちくださいますようよろしくお願い申し上
げます。

　“もったいない”を
　      　“ありがとう”に。
――食料支援に、みなさまのご理解と
　　ご協力をよろしくお願いいたします――
　ご家庭で買い過ぎてしてしまった食料品、まだ食べられるの
に、さまざまな理由で廃棄されてしまう食料品、保管されたま
まの食料品をご提供いただき、地域で食べることに困っている
方々へ届ける活動を「フードバンク」と言います。
　広川町に居住する生活困窮者が、緊急的かつ一時的に食料
の確保が困難になった場合に、食料品をお渡しすることにより、
生活の再建の一助となることを目的に実施しております。

行政区 親　族 故　　人

一　條 中嶋美惠子様 悦　子様

内　田 大隈喜一郎様 ミツヱ様

北新代 川島　　剛様 キミヱ様

智　徳 山下　明俊様 千惠子様

鬼ノ渕 酒井　　司様 守　枝様

当　条 野田　千鶴様 正　利様

古　賀 高田　充洋様 ヒトヱ様

扇　島 藤島　六美様 重　利様

当　条 野田　一好様 シヅカ様

吉常上 西村　照夫様 元　子様

増　永 中島　義光様 ヒサカ様

川瀬北 織田キヨコ様 好　弘様

緑ヶ丘 岡村　敏子様 久　治様

川　瀬 守松　幸光様 良　雄様

行政区 親　族 故　　人

草　場 永野　清登様 則　休様

当　条 野田　忠利様 重　利様

馬　場 眞谷　　碩様 ケイ子様

太　原 山本　文江様 武　彦様

太　原 丸山　勝美様 道　雄様

長延下 小林　安夫様 明　次様

吉　常 鹿田　榮子様 龍　美様

清　楽 鹿子島千鶴子様 信　吉様

川　瀬 高田美智子様 利　幸様

増　永 友野　一男様 ツルヱ様

古　賀 稲員サチコ様 芳　昭様

清　楽 山下慶治郎様 タキエ様

当　条 野田フジエ様 孝　昭様


